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論文内容の要旨
本論文は序章と終章を合わせて十ての章から成っている。また第第--草
第七;京常から第十章が，それぞれ二つの観まりを成している。各章の配列は通|時的であり，本論文の「方法」
を総論的に提示した序章に続き.第一~三世では1930年代の様々な「国民党系文化潮流」について取り上
げ.第問~六章では f国防文学論争|に焦点を当て，さらに第七~十章でで.は文学地埋的な立場から問題点
を取り
I序茅章と合わせて凶民:党泡の二曲件-と複雑性を明らかにしている。以ト.各主主の要点を記す。
序章の<-f-五年戦争期中国文学と国民党>では，本論文で取り上げる問題点と筆者のな場とを明らかに
しているc 本論文では，従来の中国現在文学史の多くが陥っている問題点を是止するために，国民党系知
識人の文化活動と「左連」系の作家の活動とを|司等に見て全体をとらえ直し. r左連中心史観」を打依し
ようと試みており，本草でその具体的なん法':!Jを述べている。
第一挙のく三0年代初期の「民族主義文学運動Jでは，国民党の「民族主義文学運動|について.凶民
党の派閥(組織部と宣伝部〉的要素と.文学地照的要素の二つの視角から分析を加えている。
第二章の<r子夜』における買弁の意味>では矛盾の代表作である『子夜』を取り上げ，この小説が
果たした役割を.中l刊における資本主義のあり方の検討を通じて再評価している。
第三章のく「中国本{立的文化建設宣言」をめぐって>では.35年1月10口に上海で発表された「中岡本
位的文化建設宵~-r について，その背景や意義について論じているc
第l'可章のく茅jEと「文芸T作者立言J>では. I中国文芸_[作者宣言」に関する諸説を検討しこの宣
Jと茅lbiとの関係を明らかにすることを試みている p
第五章のく『文学』と茅j画一一 I国防文学論争」に関わって>では，前草:に引き続いて，茅屑の「同防
文学論争」における複雑な対応の仕)jをめぐって，雑誌『文学』掲載の文章を通じて分析を試みている。
第六章の〈初期「同防文学論争Jにおける徐懸庸の位置>では，魯迅が批判したことによって，従来低
い;評価しか与えられてこなかった徐惣脱が.初期の「国防文学論争|において甫要な役割を果たしていた
ことを明らかにしているつ
第七主主の<武漢における|民族主義文学運動 の展開>では，抗戦時期に文学運動の拠点とな勺ていた
武漢の状況を，とくに「民族主義文学運動」の展開という見地から検討し武漢荘住の作家の活動が.や
がて「文協」の設立に繋がっていったことを明らかにしているC
第八華のく r腐蝕』の背景一一茅町と!省民党「特務組織J>では.茅屑の代表作『腐蝕』の主人公の性
格付けを検討することを通じて，この小説の構造を解明している。
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第九章のく重慶時期の国民党文化政策と劉百聞の出版活動>では，幽民党の「確定文化政策案」の具体
化の一環として行われた出版活動を取り tげ，婁IJ百聞が社長をしていた「中国文化服務社Jの出版活動が
同民党の体外特務組織の活動とも密接に関係していたことを明らかにしている。
第十掌の<i戦国派」の文学と文化論をめぐって>では， 40年代初期に昆明で誕生した「戦国派」の文
学と文化論について論じこれも抗戦時期の「文化ナショナリズムJの潮流の一環として位置付けるべき
であると結論づけているの
終章の<国民党文化政策の展開と胡適>では.胡過と国民党の関係を具体的に分析しその親近性にの
み着目していた従来の観点とは異なって， iコスモポリタン」の胡適と「民族的・保守的」な国民党との
鋭い対立に注目して，その関係を再検討している。
論文審査の結果の要旨
本論文は，中国現代文学史研究の新たなノ引去として. r十五年戦争期」という通時的な捉え方を提起し，
また同民党系の文化潮流からの視角の重要性を唱えて， i左翼作家連関」を中心とした従来の研究の欠点
を補おうと試みたものであるo全体は十二章からなり.さらに大きく三編に構成されている。第一編では
1930年代に見られる幾つかの「国民党系文化潮流Jを側別的に取り上げ，第三編では「国防文学論争Jに
焦点を当て，第三編では国民党の拠点となった武漢，重慶，昆明を文化地理的に取り扱っている。
第一編では「民族主義文化運動」や「中凪本位的文化建設宣三」なとiこ関わる問題点、を取り上げ，意義
や影響などを論じるが，ここでは従来の研究では扱われなかった，歴史，経済関係の資料や，個人の経歴
などの資料にも言及して，幅広い角度からの検討を試みている点が評価される。
第二編は「国防文学論争」に関わる問題点を取り 1-げるが，ここではとくに論争をめぐる人間関係につ
いて詳しく検討しこれを鮮明に表した功績は高く評制される。
第三編は国民党の活動を文学地理的観点から再検討しているが.とくに武漢での情況を明らかにしたの
は初めての試みであり，注目される。また出版社の活動の実態を明らかにしたり，毘明での活動に対する
新たな視点を提起した点も，高く評価できる。
本論文は大きくこ:つの件.から構成されるため，一見すると問題が多岐にわたっている印象を与えるが，
問民党系の文化潮流を中心に据えつつ，当時の代表作家，評論家の活動実態や.主要な作品の分析に及ぶ
その構惣には.いささかの揺るぎも無い。そして本論文で提起された， i十五年戦争期」という長いスパ
ンでの現代文学史の詞検討という視点と. r左連中心史観」を打敏して.国民党の活動も含めた全般的な
再評価を試みる点は，大きな功績として評価される。本書で掘り起こされた貴重な資料も少なくないの今
後さらに多くの資料を取り入れて，地方での文学活動をより詳細に検討する二とによって，本論文が目指
した新たな文学史の楠築が.より具体的になるものと期待される。
以上の所見により，本論文は大阪市立大学|守土(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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